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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究では光学顕微鏡と電子顕微鏡を統合したハイブリッド顕微鏡を開発することにより、蛍光画

像と反射電子線像を高いレベルで統合可能であることを示すと同時に、電子顕微鏡とレーザーアブ

レーションを組みあわせることで、生体試料を３D 観察するための基盤的な要素技術の知見を明ら

かにしている。本論文成果により、蛍光発光と生体の微細な器官の相関を正確に捉えることで、生

体の機能と形態の関連を裏付ける手法をこれまでのレベルを超える速さ・精度で実施することが可

能となり、生体のナノレベルでの医学・工学的理解に大いに寄与することが期待されるものであり、

電気電子工学上価値ある業績である。よって、博士（工学）の学位に値すると認める。 

 


